
 

神経精神医学講座 

【研究プロジェクト名および概要】 

 
I． 気分障害の病態解明およびバイオマーカー開発に関する研究 
II． 抗うつ薬のグリア創薬に関する研究 
III． Neuromodulation therapy に関する臨床・基礎研究 
IV． 認知症および気分障害の高齢者大規模コホート研究 
V． 気分障害の機能脳画像研究 
VI． 認知症の神経心理学および脳画像研究 
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IX． 気分障害患者の自殺予防に関する臨床研究 
X． 精神科リエゾンの臨床研究 
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【特殊技術・特殊装置】 

１．患者血液およびモデル動物脳サンプルにおける細胞腫別分離技術および遺伝子・エピゲノム・蛋白発現解析技

術 2.血液・髄液を用いたエクソソーム解析技術 3. 電気けいれん療法（ECT）、反復経頭蓋磁気刺激療法（rTMS）、

経頭蓋直流刺激法（tDCS）、経皮的迷走神経刺激療法（taVNS）などの Neuromodulation therapy 装置 4. 脳形態画像

および脳機能画像（MRI, SPECT, DAT-SPECT, 光トポグラフィー検査など）装置および解析技術 5. 包括的高次脳機

能評価技術 
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